
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 松本短期大学 
設置者名 学校法人松本学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

-- 

幼児保育学科 
夜 ・

通信 
  

55 55 7  

介護福祉学科 
夜 ・

通信 
87 87 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.matsutan.jp/college/report 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 松本短期大学 
設置者名 学校法人松本学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.matsutan.jp/college/report 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 市町村 議員 
2025.6.5～ 

2026.5.28 

産学官・社会連携関

係 

非常勤 専門学校 校長 
2025.6.5 ～

2026.5.28 
教学関係 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 松本短期大学 

設置者名 学校法人松本学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

【授業計画書（シラバス）の作成過程】 

教育課程委員会が主となり、作成過程（スケジュール）ならびに記入項目の検討を

行ったのち、授業担当者へ執筆の依頼を行う。原稿集約後は、各学科ならびに事務局

教務部の学科担当、教育課程委員会が点検を行う。 

 

【授業計画書（シラバス）の作成・公表時期】 

例年 4月以降に、インターネット（本学ホームページ）および紙媒体による公表を

行っている。 

 

【シラバスに記載している主要な内容】 

・科目名、担当教員、単位数、時間数、授業形態、開講時期、必修・選択別 

・授業概要（講義目的）、到達目標、学習方法、講義のフィードバック、教員からのメ

ッセージ 

・成績評価方法（評価項目、配分％、評価基準） 

・授業計画等（各回の項目、授業概要、事前・事後学習の内容） 

・DPとの関連、学習成果との関連、履修条件、受講前に学習すること 

・実務経験と授業科目との関連性 

・オフィスアワー 

授業計画書の公表方法 
・https://www.matsutan.jp/college/report 

・刊行物（シラバス〈履修ガイド〉）〔入手方法：本学事務局〕 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の履修の修了の認定は、定期試験、実技試験、レポート評価、提出物など

授業科目ごとにシラバスに示された方法によって行われている。単位の評価は、秀、

優、良、可、不可とし、秀、優、良、可をもって単位認定としている。シラバスには

成績評価方法として、評価項目、配分％、評価基準を示しており、また、学習成果と

の関連も示しており、厳格かつ適正に評価し、単位の認定を行っている。 

 また試験等の受験資格は学則第 23 条に定め、各授業科目の試験等の受験資格を得

るには、各学科の教育課程に授業時間数の 3分の 2以上（ただし、介護実習について

は 5分の 4以上）の出席を必要としている。 

https://www.matsutan.jp/college/report


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

  本学では、学生の学習意欲を高めるとともに、学生に対するきめ細かな指導と厳

正な成績評価を期すために、各評価に GP（Grade point）を与え GPAの算出を行う。

GPAとは 1単位あたりの評価平均値であり、学修全体の達成度を測る値となる。 

 

 【評価基準】 
区分 評価 成績評価基準(点数) GP 評価内容 

認定 

秀 100-90 4.0 特に優秀な成績 

優 89-80 3.0 優れた成績 

良 79-70 2.0 良好な成績 

可 69-60 1.0 合格と認められる最低限の成績 

不認定 不可 
60 点未満 0 不合格 

未受験 等 0 未受験等により評価できない 

 

【GPA算出方法】 
     （4.0×秀の単位数+3.0×優の単位数+2.0×良の単位数+1.0×可の単位数） 
           総履修登録単位数〈不可の単位数を含む〉 

 

【公表】 

 ・GPA制度については、ホームページで公表している（『教育課程・学生生活ガイド』

内の「Ⅵ．履修の手引き 7．GPA制度について」） 

 ・学生とその保護者には、学生本人の半期(前期・後期)ごとの学業成績票を渡して

成績評価を通知している。 

【成績評価の適切な実施に係る取組】 

・成績評価については、上記のようにあらかじめ設定した評価基準、GPA 算出方法

により、GPAの数値を算出し、適切に実施している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.matsutan.jp/college/report 

・刊行物（教育課程・学生生活ガイド）〔入手方法：本学事

務局〕 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学に 2 年以上在学し、学則第 40 条の定める科目及び単位数を修得し、卒業の資

格を得た者について、教授会の議を得て学長が卒業を認定している。 

各学科とも 2年以上在学し、本学の「建学の精神」「教育の理念」「教育目標」に基

づいて設定した学科の授業科目を履修し、規定する必要単位を修得した学生は、各学

科の定める到達目標に達した人材であると認定し、「短期大学士」の学位を授与してい

る。このことは、本学のホームページならびに刊行物（教育課程・学生生活ガイド）

で公表している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://www.matsutan.jp/college/report 

・刊行物（教育課程・学生生活ガイド）〔入手方法：本学事

務局〕 
 

GPA＝ 

https://www.matsutan.jp/college/report
https://www.matsutan.jp/college/report


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 松本短期大学 

設置者名 学校法人松本学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.matsutan.jp/college/report 
収支計算書又は損益計算書 https://www.matsutan.jp/college/report 
財産目録 https://www.matsutan.jp/college/report 
事業報告書 https://www.matsutan.jp/college/report 
監事による監査報告（書） https://www.matsutan.jp/college/report 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.matsutan.jp/news/11180.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 幼児保育学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report ） 

（概要） 

１）保育及び幼児教育に携わる専門職業人としての自覚・責任感・倫理観を育成する。 

２）ケアスペシャリストとして、人と信頼関係を築くことができる豊かな人間性を育成 

する。 

３）保育及び幼児教育に携わる専門職業人に必要な専門知識・技術・思考能力を育成す 

る。 

４）地域における保育及び幼児教育の多様化、個別化するニーズに応える実践能力を育 

成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report） 

（概要） 

本学科に２年以上在学し、本学の「建学の精神」「教育理念」「教育目標」に基づいて

設定した学科の授業科目を履修し、規定する必要単位を修得した学生は、次の到達目標に

達した人材であると認定し、「短期大学士」の学位を授与します。  

１）基礎的教養を身につけ、誠意と思いやりのある豊かな人間性を備え、福祉、保育、教

育に携わる社会的責任と倫理観について理解している。  

２）ケアスペシャリストとして必要な保育及び幼児教育に関する基本的知識と技術を修得

している。  

３）ケアスペシャリストとしての自覚を持ち、他者との信頼関係構築の重要性を理解でき

ている。  

４）社会福祉の視点に立って、その最善の利益を保証できる思考力と実践力を修得してい

る。  

５）保護者ニーズを的確に捉え、地域・関連機関と連携することの必要性を理解している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report） 

（概要） 

教育目標とそれに関わるディプロマ・ポリシーに鑑み、保育及び幼児教育に関わる課題

を、理論と実践の両面から思考し、また実践できる能力を養うため、以下の方針に沿って

カリキュラムを編成している。  

 授業科目は、教養基礎科目と専門教育科目があり、これを２年間に配当する。  

１）教養基礎科目は、本学の目標である「命・可能性・権利を保障し、その人らしい 

生活を支えるケアスペシャリストの育成」という観点に基づき「豊かな人間性」を 

育む科目として配置している。  

２）専門教育科目は、「豊かな人間性」「基本的知識と技術」「他者との信頼関係」 

「子ども家庭福祉」「地域連携支援」の各分野から配置している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report） 

（概要） 

豊かな人間性を備えたケアスペシャリストをめざし、専門知識と技術を身につけ、地域

社会に貢献できる人を育成する。それに基づき、幼児保育学科では、以下のような学生を

求める。  

１) 子どもの育ちと生活に興味・関心がある。  

２) 誠実に人と向き合える。  

３) 人の話をよく聴き、自分の考えを伝えることができる。  

４) 学びや体験の機会に意欲的に取り組むことができる。  



  

５) 入学後の学修に必要な基礎学力がある。 

 

学部等名 介護福祉学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report） 

（概要） 

１）豊かな感性を備え、人への深い関心をもち、個人の尊厳を守り、信頼関係を築くこ

とができる人間教育を行う。 

２) 社会的期待に応えることができるよう介護福祉の倫理のもと、介護福祉の専門的知

識と技術を修得し、さまざまな課題を解決できる力を養う。 

３）地域に開かれ地域に密着した教育を行い、広い視野に立って多職種との連携・協働

を考えることのできる力を養う。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report） 

（概要） 

本学科に 2 年以上在学し、本学の「建学の精神」「教育理念」「教育目標」に基づいて

設定した学科の授業科目を履修し、規定する必要単位を修得した学生は、次の到達目標に

達した人材であると認定し、｢短期大学士｣の学位を授与する。  

１) 温かいこころと豊かな感性を備え、人への深い関心もち、個人の尊厳を守り、信頼 

関係を築くことができている。  

２) 介護を必要とする人の自立支援と、地域におけるその人らしい生活を支えることの 

できる専門的知識と技術を修得している。  

３) 根拠に基づいた介護過程の展開ができ、質の高い利用者本位のサービスを考えるこ 

とができている。  

４) 常に問題意識をもち、介護実践の質的な向上や介護をめぐる課題について探求し、 

より良い介護を追求できている。  

５) 多職種や地域住民との連携・協働の必要性を理解できている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： https://www.matsutan.jp/college/report） 

（概要） 

教育目標とそれにかかわるディプロマ・ポリシーに則り、以下の方針にそってカリキュ

ラムを編成する。 

カリキュラムは、「教養科目」と領域「人間と社会」「介護」「こころとからだのしく

み」「医療的ケア」で編成し、これを 2 年間に配当する。 

「教養科目」は、専門職としての価値・知識・技術をもって、成長し続ける力を養うた

めの土台作りの科目として編成されている。特に豊かな人間性を育むこと、短期大学での

学び方の基礎を身につけること、進路設計・進路選択を考えることを重視している。 

 領域「人間と社会」「介護」「こころとからだのしくみ」「医療的ケア」は、介護福祉

士国家試験受験資格に関わる専門科目から構成されています。 

 「ディプロマ・ポリシー」に関連する科目構成と達成するための工夫 

１）感性や表現力を高め、豊かな人間性を培うため、人間の尊厳や発達、人間関係、コ 

ミュニケーションについて複数の科目で段階的・横断的に学ぶことができる科目構

成としている。 

２）介護福祉に関する専門的知識・技術を身につけ、その人らしい生活や自立支援を図 

ることができる力を培うため、「教養科目」と領域「人間と社会」「介護」「ここ

ろとからだのしくみ」「医療的ケア」に属する各科目について相互に関連づけなが

ら段階的に学ぶことができる 科目構成としている。 

３）根拠に基づく利用者本位のサービスを検討するため、生活支援技術と介護過程と介 

護実習を中心に各科目で修得した知識・技術を統合して介護過程を展開する能力を

段階的に培うことができる科目構成としている。 

４）探求心や課題解決力の基礎となる研究的態度を養うため、各科目で修得した専門的



  

知識・技術や介護実習で得た学びを総合的に活用し、2 年間の総まとめとして介護

福 祉研究に取組む科目構成としている。 

５）地域における生活支援実践力を高められるよう、多職種との連携や地域の理解につ

いて複数の科目と介護実習で段階的・横断的に学ぶことができる科目構成としてい

る。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report） 

（概要） 

本学は「豊かな人間性の涵養」と「ケアスペシャリストの育成」を教育理念としている。

それに基づき、豊かな感性を備え人と関わり、専門的知識・技術を身に付けて、地域社会

に貢献できる学生を求める。 

 １) 介護福祉や社会福祉に関心をもち学ぶ意欲をもっている。 

 ２) 人の立場になって考えることができる。 

 ３) 人の話をよく聴き、自分の考えを伝えることができる。 

 ４) 人とともに協力して活動に取り組むことができる。 

 ５) 入学後の学修に必要な基礎学力がある。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

幼児保育学科 － 5 人 2 人 3 人 1 人 0 人 11 人 

介護福祉学科 － 3 人 0 人 2 人 0 人 0 人 5 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 12 人 12 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

幼児保育学科 80 人 59 人 73.8％ 180 人 112 人 62.2％ -人 0 人 

介護福祉学科 40 人 32 人 80.0％ 80 人 45 人 56.3％ -人 0 人 

合計 120 人 91 人 75.8％ 260 人 157 人 60.4％ -人 0 人 

（備考）幼児保育学科：令和 6 年度収容定員 200 人、令和 7 年度収容定員 160 人 



  

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

幼児保育学科 
69 人 

（100％） 

0 人 

（0.0％） 

68 人 

（98.6％） 

1 人 

（1.4％） 

介護福祉学科 
21 人 

（100％） 

0 人 

（0.0％） 

21 人 

（100.0％） 

0 人 

（0.0％） 

合計 
90 人 

（100％） 

0 人 

（0.0％） 

89 人 

（98.9％） 

1 人 

（1.1％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

教育課程委員会が主となり、作成過程（スケジュール）ならびに記入項目の検討を行ったの

ち、授業担当者へ執筆の依頼を行う。原稿集約後は、各学科ならびに事務局教務部の学科担当、

教育課程委員会が点検を行う。授業計画書（シラバス）は、例年 4 月以降に、インターネット

（本学ホームページ）および紙媒体による公表を行っている。シラバスに記載している主要な

内容は次のとおりである。 

・科目名、担当教員、単位数、時間数、授業形態、開講時期、必修・選択別 

・授業概要（講義目的）、到達目標、学習方法、講義のフィードバック、教員からのメッセ

ージ 

・成績評価方法（評価項目、配分％、評価基準） 

・授業計画等（各回の項目、授業概要、事前・事後学習の内容） 

・DP との関連、学習成果との関連、履修条件、受講前に学習すること 

・実務経験と授業科目との関連性 

・オフィスアワー 

※様式 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分を再掲 

 

 

 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

授業科目の履修の修了の認定は、定期試験、実技試験、レポート評価、提出物など授業

科目ごとにシラバスに示された方法によって行われている。単位の評価は、秀、優、良、

可、不可とし、秀、優、良、可をもって単位認定としている。シラバスには成績評価方法

として、評価項目、配分％、評価基準を示しており、また、学習成果との関連も示してお

り、厳格かつ適正に評価し、単位の認定を行っている。 

卒業の認定に当たっては、本学に 2 年以上在学し、学則第 40 条の定める科目及び単位

数を修得し、卒業の資格を得た者について、教授会の議を得て学長が卒業を認定している。 

各学科とも 2年以上在学し、本学の「建学の精神」「教育の理念」「教育目標」に基づい

て設定した学科の授業科目を履修し、規定する必要単位を修得した学生は、各学科の定め

る到達目標に達した人材であると認定し、「短期大学士」の学位を授与している。 
※様式 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】該当部分を再掲 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
幼児保育学科 62 単位 有・無 単位 

介護福祉学科 68 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report 

     刊行物（教育課程・学生生活ガイド）〔入手方法：本学事務局〕 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

幼児保育

学科 
950,000 円 200,000 円 60,000 円  

介護福祉

学科 
950,000 円 200,000 円 60,000 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、以下の取り組みを通して、学生の修学に係る支援を行っている。 

・教員は、日常的に時間の許す限り、学生の質問や相談に対し、いつでも対応できるよう

に努めていますが、学生のよりいっそうの学習支援に向けて、オフィスアワーを設定し

ている。オフィスアワーとは、学生の学習や学生生活に関する相談や質問を受けやすく

する時間として、教員があらかじめ示す特定の時間帯のこと。基本的に予約の必要がな

く、自由に研究室に訪ねられる。 

・各種奨学金（例：日本学生支援機構、長野県保育士修学資金、介護福祉士等修学資金な

ど）の案内について、学内説明会の開催等の実施やスマートフォンの連絡用アプリ、掲

示等で通知している。日本学生支援機構の在学定期採用（一次採用）募集において、給

付型奨学金を希望する者については、給付型奨学金を申込みすると同時に授業料延納願

を事務局総務部に提出することにより、採用予定月の末日まで延納を認めるようにして



  

いる。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・長野県内の求人票等は、幼児保育学科は女子ロッカー室前廊下の掲示板に、介護福祉学

科は学生部前廊下の掲示板に貼り、長野県外の求人案内は各学科に分けてそれぞれ番号

をつけたうえで一覧表をつくり、確認できるようにしている。予備のパンフレット等は

各学科の求人用案内掲示板付近に置き、自由に持っていけるようにしている。模擬面接

や履歴書の書き方などの相談も受けている。 

 ・介護福祉学科では主に実習施設の方を、幼児保育学科は自治体の方をお招きして、年に

１回就職相談会を実施している。 

 ・就職や国家試験のための模擬試験の実施など、これらの取り組みをとおして、学生の進

路選択に係る支援を行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 ・保健室を設置し、学生が心身ともに健康で充実した学生生活が送れるようサポートして

いる。年度当初のオリエンテーション時に、健康管理についての指導や健康診断による

学生の健康状況の把握に努めている。 

 ・障害のある学生への支援として、他の学生と同じ環境で学生生活を送ることができるよ

うに、施設設備、講義保障、学校生活等についての相談に応じ、話し合い、支援をすす

めている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.matsutan.jp/college/report 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 


